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・星のおにぎりを作ったりおかずをつめたりしました。楽しくできてよかったです。（３年生） 

・早起きしてがんばりましたね。卵焼きはいつもどおり手際よく焼けましたね。（５年生保護者） 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 親子はなまる週間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親子で作るお弁当の日」（食育の日） 

なかつまっ子 
中妻小学校ポータルサイト：http://www.miharu.gr.fks.ed.jp/?page_id=49 

健康な体は、よい生活習慣や食習慣から 

先週は、「親子はなまる週間」「親子で作るお弁当の日」へのご協力、ありがとうございま

した。子ども達にとって改めて自分の生活や食生活について見直す機会となったようです。 

健康で丈夫な体は全ての基本です。「つよい子」の育成のためには、よい生活習慣や食習

慣づくりが大切だと考えております。子ども達が、今もそしてこれからも健康で生活してい

くことができるよう、今後もご家庭と連携しながら指導をしていきたいと考えておりますの

で、ご協力よろしくお願いいたします。 

６つの項目について、自分

の生活を振り返りました。 

視覚的にわかるように、グ

ラフ（レーダーチャート）で

表します。大きくてきれいな

形になるほど、「よい生活を

送っている」ことになりま

す。自分が気をつけることは

何かが、一目で分かります。 

結果を見ると、全体的によい生活習慣を送

っています。運動もしているようです。 

～健康会議の内容から～ 

・ゲームの時間を改善したい。 

・就寝時間を早くしたい。 

・朝ご飯に、野菜を食べる。 

・休日も１日３回歯を磨く。 

さらによい生活習慣めざして、今後もご家

庭と連携しながら指導していきます。 



～各種コンクール結果～ おめでとうございます！ 

【火災予防絵画・ポスターコンクール】 

   優良賞 ３年 伊藤 沙優 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の改訂について⑤ ～最終回～ 

○ 地域に開かれた教育課程 

これまで学習指導要領の改訂の内容について話してきました。未来を生きる子ども達に

必要な資質や能力を育てることが今回の改訂の大きな目標ですが、これまで以上に地域と

学校が連携し取り組んでいかなくてはなりません。 

教育の目標を学校と社会とが共有し、必要な教育内容をどのように学び、そのような資

質・能力を身に付けられるようにするのかを明確にしながら、社会との連携・協働により

その実現を図っていくこと（社会に開かれた教育課程）が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような視点から、来年度以降の教育課程を編成してまいります。保護者・地域の皆

様と連携し、未来を生きる「なかつまっ子」を育てていきたいと考えていますので、今後

ともご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

ブリティシュヒルズで外国語体験活動（２８日） 

外国語体験学習で、５・６年生が天栄村の「ブリティシュヒルズ」に行ってきました。一歩

足を踏み入れると、そこは英国。ダンスや買い物、お菓子作り等の活動をとおして、たくさん

英語に触れることができました。 

自分から積極的にコミュニケーションを図ろうとする子ども達の姿も多く見られました。と

ても充実した時間を過ごすことができたようです。 

 

 

 

社会に開かれた教育課程とは・・ 

① よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育課程を介し

てその目標を社会と共有していくこと。 

② これからの社会を創り出していく子ども達が、自分の人生を切り拓いていくために

求められる資質・能力とは何か、教育課程において明確化し育んでいくこと。 

③ 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課後や土曜日

等を活用した社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目

指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。 


